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国土交通省と宮崎県は、宮崎海岸の侵食対策を行うにあたって、学識経験者・地域住
民代表者・海岸利用者等から幅広く意見を収集して議論を深めるために「宮崎海岸侵食
対策検討委員会」（以下、「委員会」）を設置しています。
９月１８日（水）に開催した委員会の結果については、以下のとおりです。

◇「宮崎海岸侵食対策検討委員会」「宮崎海岸市民談義所」の結果報告

◇ 埋設護岸工事へのご協力のお願い

宮崎海岸の侵食対策の１つで、砂丘の侵食を防ぐことを目的とした埋設護岸につ
いて、「できるだけコンクリート以外の材料を使う」という方針に基づき検討を
行ってきた結果、全国初となるサンド
パック工法を採用し、整備を進めること
が了承されました。
また、宮崎海岸の侵食対策による効果

・影響を評価する手法、平成２４年度の
調査結果を踏まえた年次評価が取りまと
められました。

「第１２回 宮崎海岸侵食対策検討委員会」

委員会の様子

テレビや新聞など多数の報道関係に取り上げられたことで、

多くの方々に事業を知ってもらう良い機会となりました。

また、委員会の結果を受けて、１０月２日（水）に「宮崎海岸市民談義所」（以下、
「談義所」）を以下のとおり開催しました。

記 事

１１月３０日（土）８：００～９：３０
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
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｢現地見学会｣及び｢第３０回宮崎海岸市民談義所｣の結果報告

国土交通省と宮崎県は、専門家の助言を受けながら宮崎海岸侵食対策に取り組む中で、
市民同士が談義を通じてお互いに納得できる手段等の事業の方向性を見いだす場として
「宮崎海岸市民談義所」を開催しています。
１月３０日(土)に開催した「現地見学会｣及び｢第３０回宮崎海岸市民談義所｣の概要に

ついては、以下のとおりです。

◇「現地見学会｣及び｢第３０回宮崎海岸市民談義所」の結果報告

◇「第１８回石崎浜ビーチクリーン」開催のお知らせ

◇ 宮崎海岸第一補助突堤工事を実施しています！

※市民談義所の議事概要は、宮崎河川国道事務所ホームページに随時掲載しています。

当日の配付資料や「宮崎海岸の侵食対策」に関する資料についても、閲覧できます。

現地見学会は、市民・行政（国、県、市）・市民連携コーディネータが参加して、三者が
一緒に住吉海岸を歩き、現地の状況を把握することを目的として、以下の４箇所（① 平成
２７年の台風で被災した浜山防潮護岸[宮崎県管理]、② 第一補
助突堤[現在工事中]、③ 第二補助突堤[平成２８年度工事着手
予定]、④ 突堤周辺［突堤北側の砂の捕捉状況を確認]）で実施
しました。

現地では、宮崎県自然環境課・中部農林振興局より、浜山防
潮護岸の被災状況や、被災箇所の背後には一ッ葉有料道路がす
ぐ近くに迫っていること等について説明しました。

また、事務局より第一・二補助突堤の設置箇所の説明や、突

堤北側に砂浜がついている状況（冬季には砂浜がつくが、南か

らの波が入ると砂浜はなくなり、変動が大きいこと等）につい

ても説明しました。

現地見学会の後、佐土原総合支所へ移動し、浜山防潮護岸や
突堤等の今の状況を踏まえて談義を行いました。

「現 地 見 学 会｣

５月２１日（土）８：００～９：３０
※詳しくは、ホームページをご覧ください。

★ 第18回石崎浜ﾋﾞｰﾁｸﾘｰﾝ開催のお知らせ★

｢第３０回 宮崎海岸市民談義所｣

市民談義所の様子①

現地見学会の様子（浜山防潮護岸）

｢第３０回宮崎海岸市民談義所｣では、まず事務局より宮崎海
岸の現状について、写真を使用して説明し、次に｢工事の実施状
況と予定｣、｢トレーサー（着色砂）調査の概要と予定｣等に関す
る報告を行いました。

続いて宮崎県中部農林振興局より、浜山防潮護岸の被災状況
・被災要因・復旧工法・国施工区間との接合部の対応方法等に
ついて報告しました。

参加者からは、｢浜山護岸は防潮林を守るために造っている
という話があったが、国交省と県の仕事があまり横断的にやら
れていないのではないかと思う。土木と農林、県と国交省が横
断に構えて、養浜がうまく進むような方法を考えてもらいたい」
「浜山護岸の北側の端と国交省が管理するサンドパックの工事
箇所の毎回大きく侵食する場所に関して、つなぎ目の構造の検
討の進捗がどうなっているのか聞きたい」等の様々な意見・質
問が出されました。

現地見学会の様子（突堤周辺）

市民談義所の様子②



　海岸に関するご相談やご意見・ご質問などありましたら

にご連絡下さい。

　TEL：０９８５－６２－７０５０／FAX：０９８５－６２－７０５１

　〒８８０－０２１１ 宮崎県 宮崎市 佐土原町 下田島 ９５１５－６

　　　　　　　        　　　　　【旧 宮崎地方法務局 佐土原出張所】

　※宮崎河川国道事務所ホームページ

　　http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/

　※海岸情報（宮崎海岸Publication）

　　http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/html/kasen/sskondan/index.html
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『第１８回 石崎浜ビーチクリーン』開催のお知らせ

『宮崎の海岸をみんなで美しくする会』では、アカウミガメをはじめとした稀少な動植
物が生息する宮崎の海岸において、環境に配慮した海岸利用方法の検討や、海岸利用者の
マナー向上のための活動を行っています。
今回、アカウミガメの産卵期を前に、上陸・産卵するときに障害物となるゴミや流木を

取り除くことを目的とした、『第１８回石崎浜ビーチクリーン』を下記のとおり開催しま
すので、皆様のご参加・ご協力をお願いします。
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○開催日時： 平成２８年５月２１日（土） ８：００～９：３０
※保護員による子供向けの『アカウミガメの話』や『海岸周辺の稀少

植物の話』がありますので、こちらも是非参加してください。(全２回)

『アカウミガメの話』 ７：４０～７：５０、８：１０～８：２０

『海岸周辺の稀少植物の話』 ７：５０～８：００、８：２０～８：３０

○集合場所： 石崎浜

○清掃範囲： 石崎川河口右岸の砂浜

○駐 車 場： 石崎の杜 歓鯨館（旧石崎浜荘）の北側スペース

※当日は、事故や怪我に十分注意してください。

※車で来られる場合は、できるだけ乗り合いでお越しください。

※ゴミ袋（レジ袋可）、軍手、タオル、帽子、飲み物等は各自で準備願います。

※小雨決行ですが、高波浪、強風、強雨等の悪天候の場合は中止します。

中止の場合は、5月20日（金）18：00までに宮崎海岸ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでお知らせし

ます。（http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/html/kasen/sskondan/index.html）

○連 絡 先： 0985-62-7050〔宮崎海岸出張所 平日 8：30～17：15〕

080-1531-6806〔宮崎海岸出張所(谷名)上記時間帯以外〕

流木やゴミをかきわける親ガメ

障害物が多いと産卵しないで帰ることもあります

宮崎海岸第一補助突堤工事を実施しています！

突堤

L=300m第一補助突堤

L=150m第二補助突堤

L=50m
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突堤とは？

現在、一ッ葉有料道路一ッ葉ＰＡ南側の海岸において、第一補
助突堤工事を行っています。
突堤は、効率的に海岸の砂浜を回復させるため、養浜した砂を

南へ逃がさないように設置するもので、補助突堤は、突堤の働き
を助けるため、突堤の北側に設置します。
工事は基本、昼間の作業になりますが、一部水中での作業もあ

るため、潮位の関係上夜間の干潮時に作業を行うことがあります。
工事期間中は、何かとご迷惑をお掛けするかと思いますが、ご

理解・ご協力の程よろしくお願いします。
なお、工事に関するお問い合わせは、海岸よろず相談所にご連

絡ください。
■工 期 ：平成27年12月18日～平成28年6月30日
■受注業者：株式会社坂下組

※平成２８年度には、第一補助突堤の北側に位置する第二補助突
堤にも着手予定です。ご理解・ご協力よろしくお願いします。


